
（様式　５－１） 地域重点施策推進事業事後評価調書（令和３年度実施分） 地域振興局名 仙北地域振興局

（振興局調整費）

事業名 部名 部長名 担当課
担当班

名
電話番号 事業目的・必要性

事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和3年12月21日

令和4年5月13日

（学校給食）
　参加した学校給食職員
から生鮮のれんこんを使
いたいとの声があった。
（参加企業）
　既に使用している、今回
のメニューを参考にメ
ニューを増やしたい。
　
　その他、加工形態の提
案や宣伝方法について
等、参加者から多くの意
見が出された。

湧水祖活用したれん
こんの認知度向上支
援事業

農林部
鈴木慎
一

農業振
興普及
課

産地・普
及班

0187-63-
6111

　栽培に関する研修会
(R2)に続き、実需者を対
象とした試食会を開催し、
産地づくりのきっかけと
なった。
　取引条件等のやりとりも
あり、関心度の高さが感じ
られ、今後の需要の高ま
りを期待することができ
た。
　今後も美郷町と共同で
湧水を活用した特産品づ
くりを進めていく。

　米どころ秋田の中でも有
数の米作地帯である当管
内は、農業産出額に占め
る米の割合が7割と高く、
良食味米の産地として全
国的に高い評価を受けて
いるが、令和3年産米の価
格が大きく下落したため、
農業経営に大きな打撃を
受けている。
　米以外の複合品目とし
て、大手流通から引き合
いの強いれんこんの地元
での認知を上げ、栽培の
定着・拡大につなげること
で、複合化を図る。

102,250

美郷れんこんの試食会を
美郷町と共同で開催し
た。

　日時　令和4年2月15日
　場所　CAFE Lopo
　参集者　美郷町内の飲
食業者、農業者、一般消
費者(13名)

県、美郷町
飲食業
者、農業
者
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事業名 部名 部長名 担当課
担当班

名
電話番号 事業目的・必要性

事業費
（円）

事業実施状況 事業実施主体
事　業
対象者

事業決定月日
（部局長会議等）
及び評価確定日

事業効果
（成果・満足度）

自己評価

令和3年5月21日

令和4年5月13日

農業法人の労働環境
整備支援事業

農林部
鈴木慎
一

農業振
興普及
課

担い手・
経営班

0187-63-
6111

　管内では園芸メガ団地と
してトマト、きゅうり、ぶど
う、しいたけ、ネギといった
品目において取組が行わ
れている。高齢化に加え、
働き方改革が叫ばれてい
る中で、効率的な労働体
制だけでなく、段取りや働
きやすい環境整備も喫緊
の課題であり、このための
事例集作成を行う。

123,729

　園芸メガ団地（きゅうり）
については、2法人に対し
て労働環境を調査し、実
施状況を把握。

　2法人は作業形態が大
きく異なるため、それぞれ
の作業形態毎にきゅうり
栽培で参考となる共通の
作業体系についての事例
集を作成し、一部作業体
系について個別に改善策
を提案し、作業環境の改
善を促した。

　ネギについては、R4から
の栽培開始に向けて、湯
沢市で同程度の規模で栽
培している法人を視察調
査し、作業体系の中で参
考にすべき点について事
例としてまとめた。
　さらに、次年度栽培を開
始する園芸メガ団地（ネ
ギ）に対して事例として紹
介。

　県外先進地調査は、新
型コロナウイルス感染防
止のため中止。

県 農業者

事例集を参考にしたとこ
ろ、これまでの作業のム
ダ、ムラが洗い出され、作
業の改善につながった。

　栽培に関する研修会
(R2)に続き、実需者を対
象とした試食会を開催し、
産地づくりのきっかけと
なった。
　取引条件等のやりとりも
あり、関心度の高さが感じ
られ、今後の需要の高ま
りを期待することができ
た。
　今後も美郷町と共同で
湧水を活用した特産品づ
くりをすす進めていく。
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